
 

 

 

「ゼロショック」からの脱却？             

                                      校長 河井 俊彦  

1 月 21 日、県立高校入試特色選抜を実施し、中高一貫特別選抜 11 名（町内中学生）と総合選抜 11 名（県内町外生

8 名、県外生 3 名）に 1 月 29 日合格内定通知を発送しました。3 月 4 日実施の一般選抜へは、2 月 9 日時点で 3 名の

出願を受け付けています。 

昨年 2 月の一般選抜「受検者ゼロ」報道から 1 年。吉賀町役場高校支援室と高校魅力化向上を検討してきました。

今回出願者がいたとはいえ、何よりも地元中学生が強く進学したいと思える高校への変革が必要だと感じています。 

近隣広島県では、都市部の県立高校再編方針を巡り、地元自治体から再考

の声が上がっています。中山間地域では「新入生20人未満または全校生徒60

人未満」が 2年連続で統廃合検討対象となる基準もあるそうです。 

幸い、島根県教委は現段階で統廃合を考えていないとのことですが、吉賀

高校存続には吉賀町民の皆様と共に「地域とともにある高校づくり」を推進

していく必要があります。その中で、吉賀町教委のリードによる吉賀地域に

おける中高一貫教育の充実も鍵を握ると思っています。 

 

 

                                                                         

 

【結果報告】 

・女子バレー部（１月15日 金城総合体育館） 

（１回戦） 吉高 １２ ― ２５ 松江市女子 

           ９ ― ２５ 

（２回戦） 吉高  ７ ― ２５ 津和野 

          ５ ― ２５ 

・サッカー部（１月16日 出雲健康公園） 

 （１回戦） 吉高  ０ ― ２  平田 

 

・地域クラブ（空手道部門） 中国大会          ・美術部 第１３回和木町絵画美術展覧会 

 （１月16～18日 鳥取県武道館）            （１月8～22日 展示場所：和木美術館） 

  

 

 

 

 

各部大会報告 

 

吉賀高校学校通信 第１９１号（通算２７７号）２０２６年２月号 

 め た せ こ い あ 

川上凜央（１年１組） 

全員が揃って練習できる日が少ない中の新人戦でしたが

チーム一丸で戦うことが出来ました。今回の大会で見つ

けた課題を次に向けての成長につなげていきたいです。 

田中優仁（２年２組） 

今回の新人戦はバレー部に助けてもらい出場すること

ができ、全力でプレーすることが出来ました。 

応援ありがとうございました。 

小倉昂汰（２年１組）特別賞 

この絵は、今までの学びを生かし描きました。 

中野祥太郎（１年１組） 

結果はベスト８でしたが、次は優勝を目指します。 



国公立大学 2
私立大学 8
私立短大 1
大学校 1
専門学校 9

就職 9 内訳

その他 5

公務員　　　　　　　　　　１
民間　県外　　　　　　　６
　　　　　県内　　　　　　　２

受験結果待ち等

内訳進学 21

３年生進路状況（令和８年２月９日現在）

クラス 名前
２年１組 本田結愛
２年１組 須藤来夢
１年１組 内田寿々

２年２組 岡本新大

２年１組 浅尾周穂
２年１組 江谷羽絆 犬

Web上校内見学

　　吉賀町の子どもたちに
　　石見神楽の魅力を伝えたい

代表発表者（発表順）
発表テーマ
地域の輪づくり
スキー場×吉賀町

よりよい吉賀町へ！廃校イベント！

 

                                                  

 
 １月 17日（金）大学入学共通テストを受験する３年生に向けて、出発前の激励会を行いました。 

受験生の生徒からは意気込みを一言ずつ発表してもらい、校長先生含め教職員からアドバイスや応援の言葉を送

り、同級生代表として廣瀬 颯さんから挨拶していただき、受験生はそれぞれ大学受験に挑んできました。 

これからの未来がもっと輝きを増すことを祈っています。 

 

 

 

 

 

          
 
 

       
 
 
 
                   
 

 

 

 

２月６日（金）アントレナーシップ教育成果発表会を行いました。午前は学校で１，２年生全員発表を行

い、午後は柿木ふれあい会館で代表者発表を行いました。 

1、２年生「総合的な探究の時間」のアントレでは、生徒たちの“やりたいこと（Will）”“出来ること

（Can）”“需要（Needs）”を掛け合わせて、ありたい未来を実現するため日々プロジェクトに取り組んで

きました。まだ駆け出しで慣れない１年生、自分自身が興味・気になるをコツコツ行動に移し、取り組んで

きた２年生。それぞれの良さがあり、課題も見つかった良い日となりました。 

一日ご協力いただきました、講師の方々・桜美林大学・法政大学の学生の皆さん本当にありがとうござい

ました。 

 

３年生 大学共通テスト激励会 

アントレナーシップ教育成果発表会 


